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９月
定例会

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
14

日
ま
で
の
９
日
間
の
日
程
で
開
会
し
、
平
成
28

年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
、

平
成
28

年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定
５
件
、
条
例
制
定
１
件
、
規
約
変
更
１
件
、
平
成
29

年
度
の
一
般
会

計
及
び
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
の
補
正
予
算
４
件
、
の
12

議
案
を
初
日
に

上
程
し
、
そ
の
う
ち
規
約
変
更
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

決
算
認
定
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
委
員
会
で
の
質
疑
と
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
６
人
が
登
壇
し
、
各
種
施
策
や
行
政
課
題
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
14

日
に
は
、
当
初
上
程
の
全
議
案
及
び
「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
案
１
件
」
を
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
を
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
の
６
日
は
、
ま
ず

６
月
定
例
会
以
降
の
諸
般
の
報

告
、
例
月
出
納
検
査
結
果
報
告
、

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会
・

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
議
会
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
案
で
は
、
財
政
健
全
化

法
に
基
づ
く
財
政
の
健
全
性
を
判

断
す
る
比
率
に
つ
い
て
、
柳
詰
村
長

か
ら
報
告
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
の

財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

収
支
不
足
比
率
い
ず
れ
の
比
率
も

基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
28
年
度
球
磨
村
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
４
件
の
決

算
認
定
の
上
程
後
、
豊
永
征
介
代

表
監
査
委
員
か
ら
決
算
審
査
結
果

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
条
例
関
係
１
件
、
規

約
関
係
１
件
、
平
成
28
年
度
の
一

般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
・
簡
易

水
道
特
別
会
計
の
補
正
予
算
関
係

４
件
の
12
議
案
を
上
程
し
ま
し

た
。
規
約
関
係
１
件
は
、
熊
本
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処

理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の

一
部
変
更
で
、
県
下
市
町
村
等
の

同
文
議
決
を
経
る
必
要
が
あ
る
も

の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

11
日
に
４
人
、
12
日
に
２
人
の

議
員
が
登
壇
。
一
般
質
問
を
行
い
、

生
活
基
盤
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
観

光
・
農
業
の
振
興
、
防
災
関
係
、

来
年
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
料
、

不
在
地
主
・
所
有
者
不
明
土
地
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
支
援
、
財
政

健
全
化
な
ど
執
行
部
の
考
え
を
質

し
ま
し
た
。（
詳
細
は
６
頁
〜
１
１

頁
に
掲
載
）

　

平
成
28
年
度
の
決
算
認
定
で

は
、
全
議
員
を
委
員
と
す
る
決
算

審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付

託
さ
れ
た
全
決
算
の
認
定
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

一

般

会

計

は

歳

入

額

44
億
５
６
５
１
万
円
、
歳
出
額

41
億
７
５
４
４
万
４
千
円
。

　

特

別

会

計

で

は
、

国

民

健

康

保

険

は

歳

入

額

６
億
４
１
８
０
万
９
千
円
、
歳

出

額

５

億

９

６

０

３
万

４
千

円
。
後
期
高
齢
者
医
療
は
歳
入
額

５
０
０
３
万
２
千
円
、
歳
出
額

４
９
９
７
万
６
千
円
。
介
護
保
険

は
歳
入
額
６
億
８
８
２
７
万
円
、

歳
出
額
６
億
７
１
７
６
万
９
千
円
。

　

簡
易
水
道
は
歳
入
額
７
９
２
７
万

４
千
円
、
歳
出
額
６
７
４
９
万
６
千

円
で
し
た
。

（
詳
細
は
、
４
頁
に
掲
載
）

　

最
終
日
の
14
日
に
は
、
平
成
28

年
度
球
磨
村
一
般
会
計
決
算
及
び

特
別
会
計
５
件
の
決
算
に
つ
い

て
、
嶽
本
委
員
長
が
決
算
特
別
委

員
会
の
結
果
を
報
告
、
賛
成
多
数

に
よ
り
い
ず
れ
も
認
定
し
ま
し

た
。

　

条
例
関
係
は
、
球
磨
村
企
業
立

地
促
進
条
例
の
制
定
で
、
も
の
づ

く
り
や
観
光
、
６
次
産
業
化
な
ど

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
成
長
分

野
に
挑
戦
す
る
事
業
者
の
設
備
投

資
を
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
で

促
進
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
関
係
で
は
、
平
成
29

年
度
の
一
般
会
計
並
び
に
国
民
健

康
保
険
、
介
護
保
険
、
簡
易
水
道

の
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
主
な
内
容
は
、
一

勝
地
永
崎
団
地
住
宅
建
築
関
係

で
、
熊
本
地
震
の
影
響
に
よ
る

資
材
費
・
人
件
費
高
騰
に
よ
る

不
足
見
込
み
分
の
定
住
促
進
住
宅

建
築
工
事
な
ど
８
７
０
万
円
を

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
28
年
度
決
算
認
定
含
む

全
議
案
を
審
議
・
可
決

平成28年度一般会計決算は41億7,544万円
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含
め
た
総
務
管
理
費
の
１
２
１
０
万

円
の
増
、
戸
建
て
木
造
住
宅
耐
震

改
修
等
事
業
補
助
金
な
ど
土
木
管

理
費
４
６
５
万
８
千
円
の
増
、
村

道

全

線

維

持

な

ど

道

路

橋

梁

費

１
０
２
２
万
７
千
円
の
増
、
「
復
興

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
関
係
の
指
定
緊

急
避
難
所
防
災
機
能
強
化
整
備
測
量

設
計
業
務
委
託
料
１
０
０
０
万
円
を

含
む
消
防
費
１
１
４
５
万
２
千
円
の

増
、
渡
小
学
校
校
舎
改
修
設
計
委
託

料
、
教
育
費
５
２
０
万
円
の
増
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
３
５
３
万
９
千

円

を

追

加

し
、

歳

入

歳

出

総

額

36
億
４
０
８
５
万
１
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
全
国

森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す
る
意
見

書
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

臨
時
議
会

　

10
月
臨
時
会
が
11
日
開
会
さ
れ
、

専
決
処
分
の
報
告
１
件
（
和
解
及
び

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て
）
、
専

決
処
分
事
項
報
告
承
認
１
件
（
平
成

２
９
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）
、
契

約
１
件
、
の
合
計
３
議
案
を
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
村
道
熊
田
線
改
良
工

事
に
伴
う
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
、
及
び
補
正
予
算
で
は
、
衆

議
院
議
員
選
挙
に
伴
う
増
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
５
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
36
億
４
６
３
５
万
１
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

議案等の審査結果
日程 議案番号 件　　　　　名 結　果

第１ 報 告 第５号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償額の決定について） 報　　告

２ 承 認 第５号
専決処分事項報告承認について（平成２９年度球磨村一般会計補

正予算）
原案承認

３ 議案第３１号 工事請負契約の締結について 原案可決

日程 議案番号 件　　　　　名 結　果

第１ 報 告 第４号 平成２８年度財政健全化判断比率及び資金不足比率について 報　　告

２ 議案第２５号
熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約

の一部変更について
原案可決

３ 認 定 第１号 平成２８年度球磨村一般会計決算の認定について 原案認定

４ 認 定 第２号 平成２８年度球磨村国民健康保険特別会計決算の認定について 原案認定

５ 認 定 第３号 平成 28 年度球磨村後期高齢者医療特別会計決算の認定について 原案認定

６ 認 定 第４号 平成 28 年度球磨村介護保険特別会計決算の認定について 原案認定

７ 認 定 第５号 平成 28 年度球磨村簡易水道特別会計決算の認定について 原案認定

８ 議案第２６号 球磨村企業立地促進条例の制定について 原案可決

９ 議案第２７号 平成 29 年度球磨村一般会計補正予算について 原案可決

１０ 議案第 28 号 平成 29 年度球磨村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

１１ 議案第 29 号 平成 29 年度球磨村介護保険特別会計補正予算について 原案可決

１２ 議案第 30 号 平成 29 年度球磨村簡易水道特別会計補正予算について 原案可決

１３ 発 議 第１号 全国森林環境税の創設に関する意見書案 原案可決

議案等の審査結果
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決算審査特別委員会報告書
決算特別委員会　委員長　嶽本　孝司

　平成 28 年度の一般会計や特別会計を審査するため、議員全員で構成する決算審査特別委員会

を設置しました。９月７日と８日の２日間、決算書並びに関係資料を担当課の説明を求めながら

審査しました。

　なお、委員会でまとめた主な意見は下記の通りです。

総務課

　①　住宅使用料や情報通信料は、不納欠損にならないよう収納未済額の縮小に努力されている。

　　また、インターネットの加入者が減少している中、料金の見直し時期に来ているので、検討

　　願いたい。

　②　村が運営するコミュニティバスは、利用客の状況に応じて、便数、路線などの検討を行い、

　　利用促進に繋げていただきたい。

税務課

　①　不納欠損について、税の公平負担を考えるとき、分納誓約書といったあらゆる対策をとって

　　いただきたい。

企画振興課

　①　共助のむらづくり支援事業は、要項が変更されているが、議会にも報告願いたい。

　②　移住定住者への住宅改修に関する助成率を検討し、空家対策に努めていただきたい。

住民福祉課

　① 　敬老会について、平均して４割程度の出席者となっている。お祝いの意味もあるので、出

　　席増加に努めていただきたい。

　②　介護支援ボランティアの人数は年々減少してきているので、ボランティアの増加に努めて

　　いただきたい。

健康衛生課

　①　浄化槽の毎月の点検料が利用者等の負担となっている。何か行政としてできないか検討願

　　いたい。

産業振興課

　①　有害鳥獣被害対策について、箱罠 ( わな ) の要望が多いので検討願いたい。

　②　米の直接支払交付金が平成３０年で終了するので、農家の所得向上に繋がる西洋野菜やタ

　　クシャの栽培など、普及に努めていただきたい。

建設課

　①　地区からの道路改良等要望があっている路線については、予算と見比べ早めの整備を検討

　　願いたい。また、道路、公共施設の維持、補修については、迅速な対応をお願いしたい。

教員委員会

　①　教育論文は１３名の応募があり、渡小８名、一勝地小２名、球磨中３名で温度差があり、

　　教育者の資質向上の観点から積極的に応募するよう、教育委員会からの指導を望む。

　②　教育の基本は、子供たちのために何が出来るかである。指導主事の業務をよく理解し、配

　　置するのが望ましい。

会計課

　①　村が出資している各団体の経営状況については、実際の残高証明の把握に努めていただき、

　　注意し判断をしてもらいたい。

　②　基金運用について、引き続き万全を期していただくとともに状況に合った運用をお願いする。
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産業厚生常任委員会報告
 産業厚生常任委員会　委員長　田代　利一

　平成 29 年 8 月 24 日午後、球磨村議会議員控室において、田代委員長以下 5 名の委員全員出席の

もと産業厚生常任委員会を開催しました。

　村執行部より上蔀建設課長の出席により「平成 29 年度の建設課関係事業の進捗状況について」を議

題とし、説明を求めました。

　内容は、大きく5 つの区分で、①平成 28

年度繰越事業、②農林関係事業、③土木関係

事業、④他課に属する所管事業、⑤災害復旧

事業です。

　説明終了後、質疑応答が行われ、特に、発

注後の速やかな事業の着手が強く要望され、

意見交換では、内布線の踏切の改良、山口交

差点の改良用地交渉などの要望が示されまし

た。

　最後に、改良事業や継続事業箇所等の現地

視察を行うことが計画されました。

一般質問における発言の要旨一覧 
質問者 質問の要旨

田代利一議員

①安心して暮らせる生活基盤の整備

②観光振興について

③村民の所得向上について

多武義治議員

①防災マップの見直しを

②村職員採用の方法は

③来年からの国保料はどうなる

④高知県大川村が検討中の町村総会の所感

舟戸治生議員

①村の災害対策について

②村内河川による水災害の危険性とその対策

③中山間地域との関わりについて

④住みたい自治体に選ばれるためには

⑤不登校、いじめについて

⑥子育て世代について

小川俊治議員

①簡易水道管敷設、学校施設整備等の計画と財政措置

②球磨村防災会議と関連する球磨川タイムラインの推進と今後の取り組み

③国民健康保険税制度改正に伴う試算状況

宮本宣彦議員

①コミュニティ組織支援について

②村長等給与特例（カット）について

③地域座談会について

④地方創生拠点整備交付金事業について

高澤康成議員 ①財政の健全化について

村道大無田線改良事業
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田
代
議
員　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
基

盤
の
整
備
に
つ
い
て
、
治
水
・
治
山
・
砂

防
対
策
、
急
傾
斜
地
対
策
は
。
地
区
会
議

で
の
防
災
意
識
に
つ
い
て
、
6
月
議
会
で

の
質
問
に
対
し
、
地
域
に
持
ち
帰
っ
て
話

し
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
だ
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
地
域
活

動
に
つ
い
て
の
状
況
は
。

柳
詰
村
長　

治
水
対
策
と
し
て
球
磨
川
の

堆
積
土
砂
の
掘
削
、
堤
防
の
強
化
が
行
わ

れ
、
治
山
事
業
は
神
瀬
の
丑
洗
、
南
木
場

で
事
業
化
さ
れ
、
砂
防
事
業
は
柳
詰
地
区
、

岳
本
地
区
で
調
査
が
行
わ
れ
、
急
傾
斜
地

対
策
は
田
代
地
区
、
楮
木
地
区
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。
今
後
の
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
の
要
望
箇
所
に
つ
い
て
は
、
継
続

し
て
対
策
工
事
を
し
て
い
る
田
代
地
区
と

楮
木
地
区
に
加
え
、
四
蔵
地
区
を
要
望
し

て
い
る
。

　

熊
本
地
震
や
九
州
北
部
豪
雨
の
教
訓
に

習
い
、
実
効
性
の
あ
る
自
主
防
災
組
織
等

の
構
築
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
地
域
内

で
予
想
さ
れ
る
災
害
の
内
容
な
ど
を
考
慮

し
つ
つ
、
地
域
の
中
心
的
な
リ
ー
ダ
ー
を

ど
の
よ
う
に
育
て
る
の
か
な
ど
、
自
主
的

に
実
効
性
の
あ
る
組
織
の
構
築
が
重
要
で

あ
る
。

田
代
議
員　

観
光
振
興
に
つ
い
て
、
今
後

は
お
も
て
な
し
ば
か
り
で
は
な
く
、
球
磨

村
に
降
り
て
い
た
だ
き
、
お
金
を
落
と
し

て
も
ら
う
こ
と
や
住
民
が
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
駅
を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
を
活

用
し
た
、
一
勝
地
駅
周
辺
と
渡
駅
周
辺
整

備
の
進
捗
状
況
と
活
用
方
法
は
。

柳
詰
村
長　

現
在
、
設
計
委
託
を
発
注
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
計
画
と
し
て
は
、

一
勝
地
駅
に
は
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
と
特
急
「
か

わ
せ
み
・
や
ま
せ
み
」
号
が
停
車
し
て
い

る
の
で
、
駅
舎
内
に
常
設
の
特
産
品
販
売

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
販
売
の
充
実
を
図
る
。

渡
駅
は
交
通
の
結
束
線
と
し
て
、
観
光
情

報
発
信
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
。
併
せ
て
、

駅
前
周
辺
の
舗
装
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

行
い
、
施
設
全
体
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、

利
用
者
を
増
加
さ
せ
、
人
の
流
れ
を

作
り
売
り
上
げ
増
に
結
び
付
け
た
い
。

田
代
議
員　

村
民
の
所
得
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
高
齢
化
、
立

地
条
件
等
で
厳
し
い
中
、
作
付
面
積

や
販
売
金
額
は
増
え
て
い
る
が
、
安
定

し
た
農
業
所
得
を
得
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
熊
本
県
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
を
活
用
し
た
洋
物
野
菜
栽
培
に
よ

る
産
地
化
の
提
案
の
内
容
は
。

柳
詰
村
長　

今
年
度
は
、
ほ
う
ず
き
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
代
わ
り
、
新
た
に
、

に
ん
に
く
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
を
加
え
、
イ

ン
ゲ
ン
、
お
く
ら
、
く
り
ゆ
た
か
、
甘

長
と
う
が
ら
し
、
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
と
合

せ
て
新
た
な
7
つ
の
振
興
作
物
と
す

る
。
洋
物
野
菜
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

地
域
づ
く
り
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
と
し
て

飲
食
店
と
の
契
約
栽
培
を
目
指
し
、
ミ
ニ

大
根
、
ミ
ニ
に
ん
じ
ん
、
ミ
ニ
か
ぶ
、
ベ

ル
ギ
ー
エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト
、
し
ろ
な
す
の
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
各
生
産
者
の
要
望

や
意
見
を
伺
い
、
集
約
し
な
が
ら
、
安
定

し
た
価
格
、
継
続
的
な
栽
培
及
び
生
産
量

を
確
保
し
な
が
ら
、
契
約
栽
培
の
産
地
化

を
目
指
し
た
い
。

田 代 　 利 一 議員

一 般 質 問

地
域
で
の
安
心
・
安
全
な

　
　
　
　

防
災
活
動
、
防
災
意
識
は
。

地
域
の
中
心
的
な
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
、
地
域
ご

と
に
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

契約栽培によるミシマサイコ
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多 武　義 治 議員

一 般 質 問

来
年
か
ら
の
国
保
料
は
ど
う
な
る
の
か
。

国
の
方
向
性
と
し
て
、
急
激
な
保
険
料
ア
ッ
プ
に

な
ら
な
い
よ
う
緩
和
措
置
を
と
る
よ
う
だ
。

答

想
定
区
域
の
見
直
し
な
ど
に
応

じ
た
修
正
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
の
分
析
が
必
要
な
の
で
、

適
切
に
検
討
し
て
い
く
。

多
武
議
員　

不
適
切
と
思
わ
れ

る
避
難
所
は
、
変
え
る
べ
き
と

思
う
が
。

柳
詰
村
長　

今
後
、
地
域
住
民

と
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

多
武
議
員　

次
に
、
職
員
採
用

試
験
で
、
現
金
を
受
け
取
っ
た
と

し
て
、
収
賄
の
疑
い
で
前
市
長

を
逮
捕
し
た
と
の
新
聞
記
事
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
球
磨
村
の
職
員
採
用
は
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

柳
詰
村
長　

9
月
に
1
次
試
験
の
筆
記
試

験
と
、
10
月
に
2
次
試
験
の
面
接
試
験
を

行
う
。
1
次
試
験
は
、
県
市
町
村
の
共
同

試
験
に
参
加
し
、
全
国
偏
差
値
を
超
え
る

受
験
者
の
う
ち
、
上
位
か
ら
面
接
試
験
へ

案
内
し
て
い
る
。
面
接
は
、
村
長
、
副
村

長
、
教
育
長
が
面
接
官
と
な
り
、
面
接
内

容
や
作
文
な
ど
の
採
点
を
行
い
、
上
位
者

か
ら
採
用
し
て
い
る
。

多
武
議
員　

職
員
採
用
に
関
し
、
適
正
に

行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

柳
詰
村
長　

適
正
に
行
っ
て
い
る
。

多
武
議
員　

次
に
、
来
年
か
ら
国
民
健
康

保
険
の
運
営
が
、
市
町
村
か
ら
県
に
移
る

制
度
変
更
に
伴
い
、
高
齢
者
や
低
所
得
者

が
多
い
、
加
入
者
の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
国
保
の
慢
性
的
な
赤
字
財
政
を

広
域
化
に
よ
り
安
定
さ
せ
る
の
が
目
的
と

さ
れ
て
い
る
が
、
来
年
か
ら
の
保
険
料
は

ど
う
な
る
の
か
。

柳
詰
村
長　

現
在
、
県
が
試
算
を
行
っ
て

い
る
段
階
で
、
状
況
を
示
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
財
政
を
県
に
移
管
す
る
こ
と
に
よ

り
、
負
担
の
公
平
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
国
の
方
向
性
と

し
て
は
、
急
激
な
保
険
料
ア
ッ
プ
に
な
ら

な
い
よ
う
、
緩
和
措
置
を
と
る
よ
う
で
あ

る
。

多
武
議
員　

次
に
、
高
知
県
大
川
村
で
は
、

議
会
に
変
る
町
村
総
会
の
設
置
を
検
討
す

る
と
、
村
長
が
表
明
さ
れ
話
題
に
な
っ
て

い
る
。
背
景
に
は
、
議
員
の
な
り
手
不
足

に
伴
う
議
会
存
続
の
危
機
感
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
球
磨
村
は
、
町
村
総
会
の
心

配
は
な
い
と
思
う
が
、
大
事
な
こ
と
は
議

会
の
役
割
を
、
住
民
に
十
分
伝
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
町
村
総

会
に
対
す
る
村
長
の
所
感
を
。

柳
詰
村
長　

全
住
民
が
直
接
会
議
に
参
加

し
、
意
志
決
定
を
行
う
こ
と
は
現
実
的
で

は
な
い
。
執
行
部
と
議
会
が
車
の
両
輪
を

果
た
し
、
目
的
で
あ
る
住
民
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
推
進
し
て
行
く
こ
と
こ
そ
、
地
方
自

治
体
要
請
の
使
命
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
町
村
総
会
の
検
討
よ
り
も
、
議
会
活

性
化
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

多
武
議
員　

各
家
庭
に
配
布
し
て
あ
る
防

災
マ
ッ
プ
は
、
内
容
量
も
相
当
な
も
の
で
、

ま
た
、
九
州
北
部
豪
雨
量
の
時
、
記
載

し
て
あ
る
避
難
所
も
適
当
な
の
か
疑
問
に

思
っ
て
い
る
。
高
齢
者
に
も
わ
か
り
や
す

く
、
シ
ン
プ
ル
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
い
る
が
。

柳
詰
村
長　

今
後
の
気
候
変
動
や
、
洪
水

各家庭に配布されている防災マップ
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舟
戸
議
員　

球
磨
村
に
お
い
て
想
定
さ
れ

る
災
害
は
何
が
あ
る
の
か
。
そ
し
て
災
害

を
発
見
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
な
の
か
。

柳
詰
村
長　

想
定
さ
れ
る
災
害
は
、
近
年

で
は
、
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
災
害
が
2

度
に
わ
た
っ
て
発
生
し
、
台
風
や
豪
雪
に

よ
る
集
落
の
孤
立
が
あ
る
。
今
年
度
は
、

ま
ず
球
磨
村
地
域
防
災
計
画
の
内
容
の
一

部
見
直
し
を
行
い
、
防
災
会
議
で
認
可
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
だ
。

舟
戸
議
員　

球
磨
村
防
災
マ
ッ
プ
に
避
難

勧
告
の
説
明
、
自
主
避
難
の
必
要
性
に
つ

い
て
周
知
し
て
い
る
が
、
避
難
が
空
振
り

に
終
わ
り
、
被
害
が
な
く
て
幸
い
だ
っ
た

と
い
う
場
合
で
も
、
教
訓
を
生
か
し
た
万

全
な
防
災
対
策
の
周
知
が
で
き
な
い
も
の

か
。

大
瀬
総
務
課
長　

避
難
所
の
開
設
は
自
治

体
が
、
避
難
所
の
運
営
そ
の
も
の
、
仕
組

み
を
確
実
に
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
通
じ
て
、
意
識
づ
け

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

舟
戸
議
員　

中
山
間
地
等
に
お
い
て
、
不

在
地
主
の
増
加
と
所
有
者
不
明
土
地
の
増

加
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
利
用
管

理
さ
れ
な
い
農
地
、
森
林
等
が
増
大
し
て

い
る
が
、
不
在
地
主
・
所
有
者
不
明
土
地

の
状
況
は
。

柳
詰
村
長　

登
記
簿
記
載
上
、
住
所
が

村
外
に
あ
る
方
は
、
山
林
面
積
の
約
29
％
、

農
地
面
積
の
約
10
％
と
な
っ
て
い
る
。

舟
戸
議
員　

住
み
た
い
自
治
体
に
選
ば
れ

る
た
め
に
は
、
少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る

中
で
、
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
て
、
定
住

人
口
の
増
加
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
中
山
間
地
で
の
若
者
層
が
移
住
定
住

す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
か
。

ま
た
、
仕
事
を
す
る
の
に
必
要
な
こ
と
は

何
か
。

柳
詰
村
長　

本
村
が
取
り
組
ん
で
い
る

移
住
定
住
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
に
空
き
屋

バ
ン
ク
制
度
に
よ
る
利
活
用
可
能
な
空
き

屋
、
住
居
の
確
保
だ
。
ま
た
、
移
住
希
望

者
に
村
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
、
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
、
地
元

で
働
く
人
た
ち
の
生
の
声
を
編
成
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
Ｐ
Ｒ
動
画
、
ポ
ス
タ
ー
な

ど
を
制
作
し
、
村
外
の
移
住
希
望
者
へ
向

け
て
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
る
。

舟
戸
議
員　

球
磨
村
に
お
け
る
不
登
校
や

い
じ
め
の
実
態
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
ど
う
さ

れ
て
い
る
の
か
。

柳
詰
村
長　

本
村
で
も
こ
う
し
た
状
況

は
、
ど
の
児
童
生
徒
に
も
起
こ
り
う
る
非

常
に
身
近
な
課
題
と
し
て
捉
え
る
必
要
が

あ
る
。
課
題
解
決
に
向
け
て
は
、
そ
の
要

因
や
背
景
に
つ
い
て
、
関
係
者
、
関
係
機

関
が
一
丸
と
な
っ
て
解
明
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
だ
。

友
尻
教
育
長　

不
登
校
へ
の
対
応
だ
が
、

不
登
校
対
策
委
員
会
を
設
置
し
て
、
未
然

防
止
、
早
期
解
決
に
向
け
て
努
力
し
て
い

る
。
学
校
全
体
の
問
題
と
し
て
全
職
員
一

丸
と
な
り
、
学
力
保
障
、
進
路
保
障
に
も

十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
問
題
解
決
に
向
け

て
努
力
し
て
い
る
。

舟
戸
議
員　

障
害
者
と
健
常
者
と
の
交
流

の
取
り
組
み
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
子

育
て
世
代
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
が
あ

る
と
思
う
が
、
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握

さ
れ
て
い
る
の
か
。

柳
詰
村
長　

障
害
の
あ
る
子
供
も
な
い
子

供
も
、
同
じ
場
で
と
も
に
学
ぶ
教
育
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。
小
中
学
校
、

特
別
支
援
学
級
通
級
に
お
け
る
指
導
環
境

の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
間
の
交

流
や
協
同
学
習
の
実
施
に
継
続
し
て
努
め

て
い
く
。

舟 戸　治 生 議員

一 般 質 問

災
害
防
止
へ
の
取
り
組
み
は

地
域
自
主
防
災
力
の
強
化
だ
。

答

避難所となっている「さんがうら」
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柳
詰
村
長　

計
画
の
段
階
で
の
期
間
の
延

長
・
短
縮
は
想
定
し
て
い
な
い
。

小
川
議
員　

渡
地
区
に
続
く
他
の
配
水
区

も
計
画
さ
れ
る
と
思
う
。
期
間
内
で
終
わ

る
よ
う
努
力
を
願
う
。

　

一
般
財
源
と
し
て
水
資
源
活
用
基
金
か

ら
毎
年
2
千
万
円
を
充
て
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、
共
同
給
水
施
設
整
備
事
業
に
使
わ

れ
る
経
費
も
含
め
確
保
で
き
る
の
か
。

柳
詰
村
長　

立
木
の
法
正
林
化
、
間
伐
材

等
の
利
用
を
含
め
売
り
上
げ
の
4
千
万
円

程
度
基
金
に
積
み
立
て
た
い
。
簡
易
水
道

以
外
の
水
資
源
事
業
等
に
も
1
千
万
円
程

度
充
て
て
い
る
。

小
川
議
員　

今
後
、
立
木
の
価
格
の
変
動

を
危
惧
す
る
が
。

柳
詰
村
長　

法
正
林
化
等
の
収
益
で

4
千
万
円
の
基
金
積
み
立
て
は
で
き
る
と

確
信
し
て
い
る
。
渡
地
区
の
事
業
は
起
債

な
し
、
借
金
な
し
で
や
り
た
い
。

小
川
議
員　

次
に
、
学
校
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
計
画
が
あ
る
の
か
伺
う
。

柳
詰
村
長　

球
磨
中
学
校
の
体
育
館
の
大

規
模
改
修
工
事
、
校
舎
ト
イ
レ
改
修
工
事
、

駐
車
場
舗
装
工
事
を
開
始
し
て
い
る
。
今

後
は
校
舎
、
教
室
棟
、
管
理
棟
、
特
別
教

室
棟
の
老
朽
化
対
策
と
し
て
整
備
工
事
が

必
要
。
一
勝
地
小
学
校
は
平
成
22
年
度
改

築
を
行
っ
て
い
る
の
で
当
分
の
間
、
大
き

な
整
備
計
画
は
該
当
し
な
い
。
渡
小
学
校

は
、
今
回
の
設
計
委
託
費
計
上
を
柱
と
し

て
、
今
後
は
来
年
度
の
国
の
補
助
事
業
の

採
択
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
規

模
な
改
修
を
行
い
た
い
。

小
川
議
員　

教
育
環
境
充
実
の
立
場
か

ら
、
職
員
の
意
見
要
望
等
を
取
り
上
げ
る

機
会
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

山
口
教
育
課
長　

環
境
に
配
慮
し
た
改
修

と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
る
。

小
川
議
員　

次
に
、
球
磨
川
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
取
り
組
み
、
推
進
に
つ
い
て
の
計
画

は
。

柳
詰
村
長　

10
月
中
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

を
行
い
、
平
成
30
年
度
ま
で
に
地
区
ご
と

の
事
前
防
災
行
動
計
画
（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）

を
完
成
さ
せ
る
準
備
を
し
て
い
る
。

小
川
議
員　

防
災
に
関
す
る
情
報
の
伝
達

方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

大
瀬
総
務
課
長　

緊
急
時
の
情
報
伝
達

は
、
防
災
無
線
を
使
用
し
て
い
る
。
今
後
、

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

に
お
い
て
討
論
を
行
い
整
理
し
て
い
き
た

い
。

小
川
議
員　

簡
易
水
道
の
老
朽
化
、
漏
水

に
対
す
る
事
業
計
画
の
内
容
を
伺
う
。

柳
詰
村
長　

強
靱
な
水
道
の
構
築
を
基
本

に
施
設
の
更
新
、
耐
震
化
及
び
危
機
管
理

に
対
応
で
き
る
水
道
を
目
指
す
。
渡
配
水

区
の
配
水
管
は
30
年
を
経
過
し
、
経
年
劣

化
が
原
因
と
み
ら
れ
る
漏
水
事
故
が
発
生

し
て
い
る
状
況
。

　

計
画
内
容
は
平
成
30
年
度
よ
り
開
始

し
14
年
間
の
事
業
予
定
。
事
業
費
は

4
億
4
千
万
円
で
、
毎
年
3
千
万
程
度
。

財
源
は
、
国
の
社
会
基
盤
施
設
耐
震
化
等

交
付
金
、
補
助
率
10
分
の
4
を
活
用
す
る

予
定
。
一
般
財
源
と
し
て
水
資
源
活
用
基

金
を
毎
年
2
千
万
程
度
充
当
す
る
。

松
村
健
康
衛
生
課
長　

初
年
度
平
成
30

年
度
は
、
栗
林
地
区
で
消
火
栓
2
器
が
設

置
で
き
る
配
水
管
更
新
を
計
画
。
更
新
す

る
管
は
水
道
用
耐
水
性
、
硬
化
塩
化
ビ
ニ

ル
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
を
使
用
す
る
。

小
川
議
員　

14
年
の
長
い
期
間
と
な
る

が
、
事
業
の
延
長
は
な
い
の
か
。

小 川　俊 治 議員

一 般 質 問

簡
易
水
道
配
水
管
更
新
の

　
　
　
　

一
般
財
源
確
保
で
き
る
の
か

確
保
で
き
る
も
の
と
確
信
を
し
て
い
る
。
借
金

な
し
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

答

今年度改修予定の渡小学校
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宮 本 　 議員

一 般 質 問

一
勝
地
地
域
に
買
い
物
が
で
き
る
店
舗
が
な
く
な

れ
ば
、
生
活
に
支
障
が
出
て
く
る
こ
と
と
な
る
が
。

買
い
物
支
援
に
つ
い
て
、
十
分
考
え
て
い
き
た
い
。

答
宮
本
議
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
支
援
に

お
け
る
共
助
の
む
ら
づ
く
り
支
援
の
地
域

活
動
へ
の
効
果
は
。

柳
詰
村
長　

政
策
の
中
の
1
番
目
に
掲

げ
て
い
る
共
助
の
む
ら
づ
く
り
が
、
5
つ

の
政
策
を
進
め
る
中
で
大
変
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
。
今
年
で
4
年
目
と
な

り
、
過
去
3
年
間
で
延
べ
約
６
５
０
０
人

の
方
々
の
活
動
に
よ
り
、
生
活
環
境
の
整

備
、
地
域
で
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
山
桜

周
辺
の
整
備
な
ど
の
地
域
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

宮
本
議
員　

地
域
公
民
館
活
動
へ
の
支
援

は
。

柳
詰
村
長　

平
成
28
年
度
か
ら
公
民
館

活
動
支
援
と
い
う
目
的
で
の
補
助
金
は
交

付
し
て
い
な
い
。
地
域
の
夏
祭
り
や
運
動

会
、
地
域
の
美
化
作
業
や
健
康
教
室
な
ど

の
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
を
実
質
的
な
公
民
館
活
動
と

捉
え
て
い
る
。

宮
本
議
員　

公
民
館
活
動
を
推
進
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
中
央
公
民
館
組
織
を
置
い

て
い
る
教
育
委
員
会
が
支
援
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

友
尻
教
育
長　

教
育
委
員
会
の
働
き
か
け

が
弱
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の

で
、
今
後
、
地
域
の
方
々
に
対
し
て
、
地

域
公
民
館
の
活
動
の
意
義
や
必
要
性
等
々

に
つ
い
て
、
十
分
に
周
知
を
図
っ
て
い
く

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

宮
本
議
員　

事
務
的
な
経
費
も
含
め
て
、

今
後
、
地
域
公
民
館
へ
の
財
政
的
な
支
援

の
考
え
は
。

友
尻
教
育
長　

地
域
の
方
々
へ
の
啓
発
的

な
部
分
を
教
育
委
員
会
と
し
て
や
っ
て
み

て
、
そ
こ
か
ら
先
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て

考
え
て
行
き
た
い
。

宮
本
議
員　

村
長
等
給
与
カ
ッ
ト
を
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
財
政
上
、
ど
の
よ
う
な

効
果
に
結
び
付
い
て
い
る
の
か
。

柳
詰
村
長　

行
政
の
無
駄
を
徹
底
的
に
削

減
し
、
将
来
の
子
供
た
ち
へ
付
け
を
残
さ

な
い
よ
う
行
財
政
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
、
ま
ず
は
「
隗
よ
り
始

め
よ
」
の
精
神
か
ら
給
与
カ
ッ
ト
を
行
っ

て
い
る
。
年
額
で
総
額
３
０
０
万
円

ほ
ど
の
削
減
で
あ
る
。

宮
本
議
員　

現
在
、
村
民
防
災
会
議

や
地
域
防
災
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
な
ど
開

催
さ
れ
、
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
一
つ
の
節
目
を
迎
え
た

あ
と
、
地
域
座
談
会
の
開
催
の
考
え

は
。

柳
詰
村
長　

10
月
中
に
各
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
の
実
施
計
画
を
検
討
中
で
あ

る
。
平
成
30
年
度
ま
で
に
地
域
ご

と
の
事
前
防
災
行
動
計
画
、
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
が
完
成
す
る
よ
う
準
備
を
し

た
い
。
座
談
会
に
つ
い
て
は
、
時
期

が
来
た
ら
準
備
し
て
地
域
に
回
り
た

い
。

宮
本
議
員　

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付

金
事
業
で
、
一
勝
地
駅
周
辺
の
整
備
が
行

わ
れ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
オ
ー
プ
ン

が
計
画
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
1
月
か
ら
一

勝
地
地
区
に
店
舗
が
な
い
状
況
と
な
る
。

子
供
や
高
齢
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域

の
方
々
の
買
い
物
に
支
障
が
出
て
く
る
が

そ
の
対
策
は
。

柳
詰
村
長　

買
い
物
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
ま
た
、
別
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

買い物弱者対策が望まれる
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高 澤 　議員

一 般 質 問

　

財
政
健
全
化
の
考
え
方
と
は
、
こ
の
当

初
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
ご
と
、
計
画

的
に
遂
行
す
る
こ
と
が
健
全
化
と
、
と
ら

え
る
べ
き
か
、
常
日
頃
か
ら
考
え
て
い
る
。

　

村
長
は
、
厳
し
い
財
政
の
中
に
し
っ
か

り
と
し
た
財
政
運
営
を
と
述
べ
て
い
る

が
、
実
質
収
支
比
率
、
経
常
収
支
比
率
、

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
数

値
を
見
る
限
り
で
は
、
健
全
財
政
運
営
と

言
え
る
が
、
現
在
の
事
業
で
将
来
の
財
政

運
営
は
ど
う
な
る
の
か
疑
問
に
感
じ
て
い

る
。
依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状

況
の
中
で
村
長
の
考
え
る
将
来
の
財
政
力

強
化
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

柳
詰
村
長　

将
来
に
お
け
る
財
政
の
見
通

し
に
つ
い
て
、
国
の
方
針
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
や
す
い
財
質
体
制
で
あ
り
将
来
的
な

財
政
の
負
担
に
つ
い
て
は
不
透
明
な
部
分

も
あ
る
。
本
村
に
対
す
る
今
年
度
の
普
通

交
付
税
額
は
昨
年
と
比
べ
1
億
円
程
度
の

減
額
と
な
っ
て
い
る
。
将
来
的
負
担
に
つ

い
て
、
平
成
28
年
度
結
果
で
は
将
来
負
担

額
に
対
し
充
当
可
能
財
源
が
上
回
っ
て
い

る
た
め
、
将
来
へ
負
担
を
残
す
よ
う
な
財

政
状
況
で
は
な
い
と
い
う
判
断
と
な
っ
て

い
る
。
財
政
確
保
に
つ
い
て
、
国
、
県
の

各
種
補
助
事
業
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ

と
で
財
源
を
確
保
し
、
地
方
債
に
関
し
て

も
交
付
税
措
置
の
あ
る
高
い
有
利
な
地
方

債
を
中
心
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
将
来
へ

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
さ
せ
る
努
力
を

行
っ
て
お
り
、
村
政
運
営
に
必
要
な
財
源

は
確
保
出
来
て
い
る
。

　

財
政
力
指
数（
※
）
の
上
昇
に
対
す
る
考

え
と
そ
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
基
準
財
政

収
入
額
の
根
拠
と
も
言
え
る
税
収
が
少
な

い
こ
と
も
あ
り
、
平
成
28
年
度
は
０
・
13

と
な
っ
て
い
る
。
財
政
力
指
数
を
上
昇
さ

せ
る
事
は
短
時
間
で
成
し
遂
げ
る
も
の
で

は
な
く
地
道
な
取
組
が
必
要
。
特
に
人
口

減
少
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、

球
磨
村
を
定
住
の
地
と
し
て
選
ん
で
頂
く

た
め
の
さ
ら
な
る
取
組
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
住
む
場
所
、
働
く
場
、

企
業
誘
致
等
、
人
吉
・
球
磨
一
体
と
な
っ
て

課
題
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
一
朝
一
夕
で
成
し
遂
げ
る

も
の
で
は
な
い
の
で
球
磨
村
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
な
村
づ
く

り
を
行
い
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
財
政
力
指
数

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
示
す
指
標
。

高
澤
議
員　

本
村
に
お
い
て
少
子
高
齢
化

に
伴
う
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
地
方
分

権
の
進
展
と
い
っ
た
時
代
の
流
れ
は
、
す

べ
て
の
自
治
体
の
行
財
政
運
営
に
構
造
的

な
変
革
を
迫
っ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
決
算
で
は
歳
入
総
額

44
億
５
６
０
０
万
円
程
度
、
内
普
通
交
付

税
19
億
1
千
万
円
。

　

今
回
決
算
特
別
委
員
会
に
て
決
算
の
審

議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
べ
て
の

課
、
課
長
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の

把
握
と
使
命
感
・
責
任
を
持
っ
て
職
務
を

全
う
し
て
い
る
事
に
、
士
気
を
感
じ
て
い

る
。

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
31
億
5
千
万
、

平
成
27
年
度
国
勢
調
査
に
基
づ
き
地
方
交

付
税
額
も
1
億
円
減
少
。
な
お
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
で
補
正
、
最
終
的
に
は
地
方
債

と
将
来
の
財
政
需
要
に
備
え
積
み
立
て
て

き
た
基
金
を
取
り
崩
し
、
財
政
運
営
と
な

る
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

財
政
健
全
化
・
将
来
の

　
　
　
　
　
　

財
政
力
強
化
に
つ
い
て

球
磨
村
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
頂
け
る

よ
う
な
村
づ
く
り
を
行
い
、
健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
て
い
く
。

答



12くまむら議会だより　No.88　2017.10.25

　

実
り
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
到
来

で
す
。
９
月
に
九
州
に
上
陸
し
日
本

列
島
を
縦
断
し
た
台
風
18

号
は
上
陸

前
か
ら
強
風
、
大
雨
等
の
被
害
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
予
想
進
路
よ
り

南
寄
り
の
進
路
だ
っ
た
た
め
球
磨
村

に
大
き
な
被
害
も
な
く
安
心
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
村
内
の
水
田
で
も
鳥
獣

害
と
戦
い
な
が
ら
稲
刈
り
作
業
も
進

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
黄
金
色
に
染

ま
っ
た
水
田
を
見
て
い
る
と
、
一
年

間
の
苦
労
を
考
え
、
小
さ
な
感
動
さ

え
感
じ
ま
す
。

　

今
回
若
手
農
業
者
グ
ル
ー
プ
「
農

愉
会
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
大
き
な

夢
に
向
か
っ
て
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

         

犬
童　

勝
則

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委

員

長　
　
　

多 

武　

義 

治

副
委
員
長　
　
　

犬 

童　

勝 

則

委　
　

員　
　
　

小 

川　

俊 

治

委　
　

員　
　
　

髙 

澤　

康 

成

委　
　

員　
　
　

宮 

本　

宣 

彦

　2014年、村内の新規就農者が集

まり、正式に球磨村農愉会を結成さ

せて頂きました。メンバーは果樹・

露地野菜・酪農、そして田舎の体験

交流館さんがうらの従業員もおりま

す。結成した目的は我々若手農業者

が球磨村の農業を盛り上げていこ

うという思いが一番です。結成当初

は年に数回飲み会をし、情報を共有

し合おうという会でした。一昨年か

ら比較的新しい品種のさつまいも、

シルクスイートを栽培しております。収穫した芋はふれあい祭りで青果販売しました。一部は村内の給

食センターに寄付させて頂き、給食のメニューにも取り入れて頂きました。シルクスイート1年目の挑戦

ではありましたが、お客様の受けが良く手応えを感じ、来年は加工販売「石焼き芋」をしようという話にな

りました。なにか事業を使って石焼き芋機を購入できないだろうかと悩んでいたところ、球磨村しごと創

生事業に出会うことができました。そこでシルクスイートの販路拡大・ブランド化を目的に東京研修に行

かせて頂きました。同じく事業で石焼き芋機を購入し、今年のふれあい祭りでは石焼き芋・青果販売する

予定です。ぜひ皆様にも美味しい石焼き芋を召し上がって頂ければと思います。

　今後の農愉会としては、まずは地域に根付かせ、農愉会が先頭に立ち球磨村を盛り上げていきます。

将来は新たに農業を始める方が、農愉会という会があるから頼もしいと思われる会にしたいと思ってお

ります。

（農愉会代表　犬童　一成）

農愉会メンバー
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■球磨村世帯数：1,513世帯　■人口：3,853人　男：1,824人　女：2,029人（平成29年10月1日現在）
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